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編 集 後 記

東 部泌尿器科 学会は・・月19日 ・ 躰 群 医学部永 旺 夫教授 の司会・・こ煉 鰹 舩 会堂 にて行

われた.会 場は広さ,設 備等申し分 なかった.た だいつ も思 うことであ るが,ス ライ ドのために

場 内力・まっ暗になるの醐 とかt・2-LV:'よい,会 都 約3・ ・名・大越 博士 の特男騰 「腎結核化学

療法の限界」は我 々が現在最 も多 く直面す る問題 の一つで あるが,特 に治癒判 隷 こ就 て多 くの示

唆を与妨 れ,ま た姻 及び本邦学者に広 くアyケ ー トを求め られた結 果蹴 て詳 し く比鰍 討

せ られた。一般演説 もそれぞれ立派 な内容 のものであった.た だ追加,質 問,討 論 な どの発言が

少い ように思われた.以 前 にはかな り活発であったが,今 回はその意昧 に於 てはやや 低調 であっ

た ように思われた.こ れは搬 的 の髄 か も知れ ないカ・・ど うい 魍 畔 よるので あろ うか ・会

が大 きくなると発言 しに くいことは確かであ るが.来 年 は皮科 と別に新 潟で行 われ る.

◇

中部泌尿器科学会は11月3日,京 府大にて岩下健 三教授 会長 の下に行 われた.会 場 は立派 で広

くゆった りした気分である.最 初 の一般演説か ら追加発言 あ り,な かなか活 発に進行y,今 まで

にな く活気が ある.演 説 の内容 もいずれ も充実 し,本 会 の名を重か らしめるものであ る.小 田助

教授 の特別講演 「泌尿器科領 或における腎機能 の検討」 は クリアラソス法に よる腎 の分節的機能

測定 に就ての精細な る発表で,敬 服すべ き研究であ る。 シyポ ジア.ム「前立腺腫瘍 の問題」 は稲

田教授司会にて,講 師は次 の三教授であ る.即 ち石神褒次教授 は前立腺組織 とホル モyと の関係

を体外培養に よっ て研究せられ,石 川昌義教授は フォ スファ ター・ゼ並び に解糖作用に就て,黒 田

恭 一教授は臨床統計,診 断法,経 尿 道的切除術に就て,そ れぞれ斬新 で立派 な報告をせ られた.

これに対 して会員 と講師 との間に約1時 聞に亘って熱心な質疑 応答が行われた.こ のよ うな形式

は今 まで殆ん どなかった と思われ る.演 者に とっ ては まことに御苦労 であるが,意 義 は大 きい.

一般演説 も勿論結構であ るが,こ の ような自由な討議 をなるべ く多 くす るのが,学 会 としては よ

い行 きかたではないか と思 う.来 年は和歌山で行 われる.

購 読 婁 項

1.発 行 は毎 月(年12回)と す る.年 間購読者を以 て会員 とす る,

2.会 員は年間料金1,000円 を前納す る.1冊 料金100円,払 込みは振替 口座番号京都4772番

泌尿器科紀要編集部,或 は第一銀行 百万遍支店.
し

3.入 会 申込みは氏名(フ リガナ),住 所(雑 誌郵送先),勤 務先,職 地位,自 宅開業 の別,送

金方法を御記入の上編集部宛.

投 稿 内 規

1.原 稿 の種 類 は 綜 説,原 著,臨 床報 告,そ の他.寄 稿 者 は 年 間購 読 者 に 限 る.

2.原 稿 の長 さは 制 限 し ない が 簡潔 にす る.

3.原 稿 は横 書 き,当 用漢 字,平 仮 名,新 仮 名 使 い を 用 い,片 仮 名 に は 括 孤 を 要 しな い.

字 詰 原 稿 用紙 を用 い るこ と,附 表,附 図 は な るべ く欧文 にす る こ と.

4.文 献 の書 式 は 次 の如 くす る,著 者 名:誌 名,巻 数:頁 数,年 次.

例 。中 野:泌 尿 紀 要,1:110,昭30.Lazarus,J.A.J.Uro1.,45:527,1941.

5.

400

300語以 内の欧文抄録 を記 し,之 には欧文の標 題,所 属機関名,ロPマ 字著者名を附 け,

なるべ くタイプライターを用いること.希 望 の場合は当編集部 にて翻訳 します.抄 録用 の原稿を

送 ること.醜 訳の実費は申受 く.

6.掲 載料 は4頁 迄毎頁500円,そ れ以上の頁,ア ー ト頁,図 表,写 真 は実費 を申受 ける.別

冊20部 を無料贈呈.そ れ以上 は実費を徴 収す る.こ の場合には予 め希望部数 を申込む こ と.特 別

掲職 も考慮す る.

7.校 正 は編集者が行 うが希望に よ り署者校正 とす る.
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